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日照不足と低温の梅雨から、やっと暑い夏がやってきました。昨年は 6 月末に梅雨が明け、暑さが厳しかったた

め、今年は子ども達の健康管理のために夏休みを例年よりも早くした学校もあるようです。 

「かながわサイエンスサマー2019」で紹介されている様々な行事の多くが、神奈川県青少年科学体験活動推

進協議会会員により開催されます。子ども達に科学体験で楽しい夏休みを過ごしてもらいたいですね。 

 

 

理事（任期 2年）の皆様の一部に、今年の 4月、6月の異動がありました。 

後任の方が決まりましたので、あらためて会長、副会長、理事のみなさんをお知らせします。 

役職 会員名 職：氏名 グループ分類 

会長 神奈川県立青少年センター 館 長：南雲 正二 事務局母体 

副会長 東芝未来科学館 館 長：岩切 貴乃 科学館・博物館 

副会長 神奈川工科大学 企画入学担当部長：石田 裕昭 大学・専門学校 

理事 おもしろ科学たんけん工房 代表理事：安田 光一 科学ボランティア 

理事 神奈川県環境科学センター 所長：加藤 洋 研究機関・教育機関 

理事 
(会計監査) 

神奈川県公立中学校教育研究会理科部会 理科部会会長：柿沼 隆一 教育団体 

理事 神奈川県政策局政策部総合政策課 科学技術・政策研究担当課長：中島 秀和 行政機関 

理事 株式会社学研ホールディングス学研教育総合研究所 顧 問：栗山 健 企業 

理事 株式会社テレビ神奈川 営業推進室長 兼 事業推進部長：遊馬 秀樹 報道機関 

理事 横浜市立野毛山動物園 園 長：久保 良法 動物園・植物園 

任期は平成 30 年度から令和元年度末までです。今回新しく役員になった方は、前任者の残任期間が

任期になります。（神奈川県青少年科学体験活動推進協議会規程 第 4 条（３）５） 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

６月15日(土) はまぎんこども宇宙科学館   宇宙船のような科学館の裏側を見せていただきました 

              

 

設備管理 

の方から、

設備や管 

理方法の

説明を聞

きました 

         

 

どうやって 

投影して 

いるの？ 

レンズを見 

て勉強で

す 

 

 

ステージ 

裏見学後 

に、シャボ 

ン玉ショー 

を楽しみま 

した 
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６月30日(日) 横浜薬科大学   漢方薬学科の先生にいろいろ教えていただきました 

               

 

様々な薬 

草に興味 

津々です 

 

 

 

きっちり 

量らなけ 

ればいけ 

ません 

 

 

 

こどもたち 

には、とて 

も苦かった 

ようです 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 

 青少年科学体験活動推進協議会と青少年センターが主催する中高

生サイエンスキャリアプログラムの開講式を7月13日に開催しました。今年

は71名 （高校生38名、中学生33名）が応募し、学校の都合等で

出席できなかった23名を除く48名が出席しました。このプログラムを知った

きっかけは、高校生は「学校や先生からおしえてもらった」がほとんどであっ

たのに対して、中学生は「家族や友人から教えてもらった」「ホームページ

やイベント講座案内を見た」が大多数でした。7月28日から9月28日ま

で、16の会員の協力で17講座を開講します。 

 開講式の後は、新都市ホールで開催していた「かながわ発・中高生のためのサイエンスフェア」を見学しました。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 
 
 
 
 

７月６日(土) 横浜リレー科学教室 青少年センター 
               

今年度最初の高校生科学ボラ

ンティアが、子ど

も達のサポート

に来てくれまし

た。初めのうち

は緊張した面

持ちで、両側か

ら見ていました。 

 

                       完成した子のために 

別の部屋を開

放しました。 

実は飛ばすの

にはコツがありま

す。飛ばし方を

試行錯誤しま

した。 
 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
主催：県立青少年センター、(公財)日本科学技術振興財団 共催：神奈川県青少年科学体験活動推進協議会 

場所：県立青少年センター  時間：10:00～15:30 
 

           今年も子ども達の夏休みに開催し、25のブースで科学工作や体験を行い、科学の楽しさや不 

          思議を伝えます。本協議会からも、『神奈川県温泉地学研究所』と『（公社）日本技術士会 

          神奈川県支部』、『県立青少年センター』が出展します。 

 

 

 今年の梅雨は雨が多く、梅雨明けも平年より遅くなりました。そのおかげか、

いろいろな紫陽花を楽しむことができました。今号の紫陽花の写真は事務局員の近所で見られたもの

の一部です。夏休みは子ども達が様々な体験をする絶好の機会です。涼しい日が続いた梅雨後の急

な暑さに負けず、頑張りましょう。（事務局：千葉、伴、熊切、山田） 

事務局から 

中高生サイエンスキャリアプログラム 開講式 

薬用植物園を見学 自分で生薬を調合・煎じ 煎じた漢方薬を試飲 

8/11(日)青少年のための科学の祭典 2019 神奈川大会 

かながわリレー科学教室 

定番の空気砲 工作した「とぶコップ」を発射 


